
財究ノー ト| カムリの国の地名研究 :落穂拾い
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地名研究の成果が、考古学、歴史学、文学や言語の研究といつた分野にも応用さ

れ、そうした研究分野の発展に寄与するだけでなく、古代からの人類の生活や生き

方、思想についての思わぬ情報を提供してくれて、その土地の一層の理解に役立つ

ことは、改めて指摘するまでもない。地名研究は、それ自体、自律性のある学問領

域である。筆者が、この学問領域に興味を抱いたのは、1970年代半ばごろから80
年代中半ばにかけて進めていた、カムリの国の中世騎士物語である『マビノーギ四

枝』λ砕産Xa“ yタリ遇照 の邦訳・訳注の作業との関連からであつた。さらに
は、1980年代から90年代にかけて、現地カムリ各地の農村を訪れての方言の現地

調査との関連から、この方面への知的興味は一層深まつていつたのであつた。しか
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しながら、自らの非力と怠惰を多忙な雑務のせいに置き換えて、正面切つての取り

組みを後回しにしてきたのであつた。

2003年 3月 末をもつて定年後の歳月を生きるようになった。世間一般では「第
二の人生」などと呼ばれることもある。筆者自身にとつての第二の人生は、それま

ではイングランドだけしか眼中に置いていなかつた人生から、1967年 (当時 33歳

だつた)以降、「カムリの里に生きる」人生へと変換した時、既に始まつた。そし

て、今なお続けてこの「カムリの里に生きる」という正に第二の人生を生き続けて

いるのである。そして、地臨研究という課題に向かつて、やっと重い腰を上げる気

持ちになつた次第である。それには、次のような出来事が契機となった。

人生には、思いもかけない節目が存在する。一年半ばかり前のことである。私が

住んでいる住宅の三階の住人のちょつとした不注意で、ちょうど真下に位置してい

る私の書斎のすべての文献資料が水浸しの危険に晒されるという、とんでもない事

態に遭遇した。「永年、苦労して収集してきた文献資料が …」の思いから、必死

の覚悟で、重い紙の資料を書斎から運び出し、幸い、資料を台無しにすることだけ

は免れた。その後、約二ヶ月かかつた部屋の改修工事の間に、元に戻すための準備

にと、いろいろな資料の整理に取り掛かり、「地名研究文献目録」もその中に含ま

れている。正に、「不幸中の幸い」そのものという他はない。

2005年 6月 22日 (水)の中日新聞文化面に「消えゆく地略 古代史の証人」と
いう見出しで、最近の日本では、市町村合併や区画整理などに伴い、古来の地名が

消滅しつつある現状を指摘して、「効率や合理性の蔭で、大切なものを失っていな

いだろうか」の疑間を投げかけている。そして、古代史や考古学研究にも支障が出

ているという幾人かの専門家の指摘も掲載されている。最近では、
「道州制」が議

論されているようである。

カムリの国も例外ではなく、それなりの事情から同様の指摘も可能だが、
「効

率 。合理性」とは別に、表面にはつきりした形では現れにくい、この国ならではの

歴史的な事情も微妙に絡まっているようである。カムリにおける地名の研究は、方

言研究と同じく、エドワード・スイドEdward umyd(1660?・ 1709が実施した現
地調査 (1697‐99)に始まると考えていい。その後の発展も目党しく、19世紀から
20世紀にかけて公表された地名研究の文献資料は膨大な数に上っているである。
ジョン・フリーズ卿 Syr JOhn tts(1840・ 191Dをはじめとし、イヴォール・ウィ

リアムズ卿 Syr lfor Williams(1881・ 196D、 メルヴィル・リチャーズ Melville

hhards(1910‐ 79、 さ らには、2巻 本 の大著 %θ Л嘘す
“
,"“ 〆

ユ辺レ激
“
麗
" (1992年

The National Library of Vrales,Aberystw"h出版)

を著わした B_G.チャールズ B.G Charlesと いつた先人の優れた研究成果が残さ
れている。カムリの地名研究の成果は、そうした先人が残された著作から直接学ぶ

のが当然の方法でなければならないが、こうした資料を体系的に収集するとなると、

相当な時間と費用とがかかるのは当然のことである。「解題」とまでいかなくても、

せめてこうした文献のリストを作成する作業は、最近のようにコンピューターの操
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作に堪能な若い研究者のご助力を得て、なんとか公表に値するものができそうだが、

それにしても、5年や 10年の歳月が必要であろうと推測している。「再び生まれて」

12歳 となる今年、平均寿命までの人生すべてを投げ打つてみれば、何とかなるよ

うな希望的観測もなくはないが、色々な角度から見れば、
「よほどの幸運に恵まれ

ない限りは」の但し書きが付きそうなのが実情である。

そこで、英国大使館文化部給費生として、バンゴール市の北カムリ大学 Coleg

PrttSg01 Gogledd C_に 滞在していた期間 (1968年度)以後、何度か実施し

た方言の現地調査の傍ら、各地の大学図書館やアベラストウイスの国立図書館等
々

で、手当たり次第人手した資料に、その都度、私なりの備忘記を添えたのが
「略

研究文献目録」である。その中から、カムリに関するものだけを選んで、多少の手

を加えたものが、「カムリにおける地烙研究文献覚書 ノCohod■on:ふtuこaethau

Enwau Lleoedd yng Nghmm」 として纏めることができた。本会の の ケ

第 5号 (本年 3月 末発行)以降に、別途、連載中である。収集当時、地名学に専従

的に取り組む時間的余裕がなかつた私自身の文字通りの
「備忘記」Nodyn AtgoIFa

である。決して体系的ではないが、今回、連載するに当たつては、再度、原典に目

を通して、私なりの確認だけはしておいた。また、現地で入手した資料の他に、1993

年度私大助成で、金城学院大学図書館に設置された「ウィリアムズ文庫」Llngen

lfor Wllll,msの中に見つけた重要なものも追加した。カムリの地名に筆者と同じ

ように知的興味を抱かれる読者の方々に、少しでも役に立つならばの思ぃからであ

る。「手当たり次第人手した」と言つても、方言調査との関連から自然に湧き出て

きた知的興味に流されるように集めたのであり、そうした知的興味を起こさせてい

ただいたのは、北カムリ大学で教鞭をとられていた (私自身は、留学当時は音声学

専攻であり、残念ながら直接の指導を仰ぐことはなかつたが)メ ルヴィル
・リチャ

ーズ教授 Pr。■Mel」鵬 Rechardsの研究、形励 ∠″"あ巌 a″"″
グ笏 ι
“
″

a西ぉr動し激″が,"ご″牧ね口 (1969)であつた。
「落穂拾い」は、カムリの言葉では `Lld飾 n'[ソ フイヨン]と言い、`yr hyn a

gesglirが r dlvylo ar 01 y IIIledelwy'「 収穫者のあと、手で集められるもの」
y

a壺ヵ′″ Л盈躍 「大辞典」と説明されている。また、カムライグ語辞典ではもつ

とも権威のある「カムリ大学辞典」a発ヵarル巧彎プの甕″ の説明では、̀yr hyn
a10f6r ar 61 y medelwmeui casglwyr gra― 籠 ,p■g■on,hett yn』ま'「収穫

者のあとや、ブドウを取り入れる人の後に集められるもの、摘み残り、役得、比喩

的にも」となつていて、「ブドウの収穫者」とか、
「役得」の意味がカロえられている。

「ブドウ」`Grawn、、も」の収穫の後であれば、さぞ多くの果実が落ちているだろう

と思い、この説明も引用しておいた。それだけに断片的のようだが、その接点をつ

なぎ合わせていくと、結構、この国そのものや、この国のあちこちの土地にまつわ

る「真実」の一端に触れることもあるように思う。カムリのように、19～20世紀
の日本の「英国研究」の歴史においてはほとんどかえりみらることすらなかつた国

の歴史や文化を学が上では、極めて大切なことだと認識している。
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カムリの国を初めて訪れた日本人の多くの人達が、英語名とともにカムライグ語
の駅名や地名が「併記」されているのを見て、驚かれる。特に、カムライグ語の地
名には、英語名に比べるとかなり長いものもあり、どう読むのかも分からず、当惑
されることが多いようである。こうしたことの背景には、そうした日本人には、カ
ムリの国がイングランドの一部としてしか認識されていない事実がある。その上、
カムライグ語が永年にわたつて使用されてきた国であることへの認識に欠けるこ

とから、英語国だと勘違いして、カムライグ語が「併記」されていると思うのであ

る。しかし、真実はまつたく反対で、カムライグ語に英語が「併記」されているの

である。しかも、日本でのように、観光客へのサーヴィスが目的で、日本語名にロ

ーマ字表記が添えられているのとは本質的に異なっていて、カムリの国では、「併

合法」(1586年 )以後 400年以上の歴史における「傷跡」として、英語名が並んで
いるのである。
本稿では、国名の「カムリ」や「州ヽ名」、「地域名」「市町村名」など、カムライ
グ語の地名の主要なもののいくつかについて、1)読み方、2)構成と言語的な意
味、3)その由来、4)その地域や土地における歴史的。地理的意味合い、などに
ついての「落穂拾い」を集めてみた。地名や人名ではないが、カイルフィリ Caerf6h
/CaerphЩyと いう町の近郊で話されているカムライグ語の方言に、`nOfflon y
d&血さ (直訳すると、「羊 (dattd)の落穂」)という言い方がある。カイルフィ
リはカムリの国の南東部に位置する中モルガヌーグ州 Morga=田 g Ganolノ Nm
GlamOrganの南東の隅にあり、南モルガヌーグ州「 De MOrgannwg/South
Gl,mOrganとの州境から3キロの距離の位置にある。そして、この土地の方言で
`ll硼bn y ddaぬご という表現で呼ばれるものというのは、「きのこ」`lllushroom'
のことなのである。多分、羊はきのこが大嫌いで、全然食べないで残してくれるの

で、後でたくさんの「落穂拾い」が楽しめたのであろうか。詳しいことは今は不明
だが、本稿の連載が終わる頃までに何とか分かればいいがと願っている。
先ず、なにをさておき、シール・ヴォーン (英語名は、アングルシー島)にある、
この国でもつとも長い名前と言われている「駅%」 から始めよう。

1.遡堕麗崚ρフリ亀π
"り
翅勤
"ヮ
泌

…

とめ 7・W221″島

一
この駅名の読み方は、[サン・ヴァイル・プース・グィン・ギース・ゴー・グル・

ア・フイルン・ ドゥロ・ブース・サン・タシリヨ・ゴゴー・ゴーホ]である。どう
いう意味かというと、「聖タシリヨ教会の、赤い洞窟のそば、急流が渦巻いている
ところにかなり近く、白いハシバミの本の窪みがあるところの聖メアリー教会」と
いうことになる。この駅名が自然に言えるように、カムライグ語の発音習慣に慣れ
れば、カムリの国のどの地名も簡単に発音ができるようになる。
この地名は、「ブリテン島でもつとも長い地名」 the 10ngest place‐ nnme m
Brtainと 呼ばれている (世界中では、他に、もつと長い名前があるとのこと)。
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駅名にもなつていて、カムリの国を訪れる多くの観光客が、この駅を訪れて、驚い

ている。「アングルシー島」 (英語名)は、カムライグ語では
「モーン島J Ynys M6n

(アニス・モーン)と 呼ぶ。
まず、母音の数を数えてみる。下線を引いて示した。

「二重母音」は 1音に数え

ると、次のように、 18個あり、 18音節から成り立っていることがわかる。

nanfairp」贈理ngyugttgycttFnd常」u守瞥需ξ:::穏蹴1  2  3   4   5 6 78

母音が音節の核になるから、母音の下に数字を挿入したが、全部で 18音節ある。
次いで、子音文字を数えてみる。カムライグ語では、nと chは、「あわせ文字」
と言つて、 1音を表すので、 1個 と数えることにする。

1   2  3  4  5  6   7   8  9  1011 1213   14    1516  1718   19  2

醐 LttE国コ 腱壼□臥週Ⅸ遇』嗣 □ 回吻

圃

従って、母音 18音十子音 29音=47音からできている。しかし、ni・ のよう
な「二重母音」一つを「2文字」に数え、子音の nと chも 2文字に数えると、
58文字になる。従つて、「18音節 58文字」と数える人が多い。カムライグ語
の音韻体系を考えに入れた計算では、18音節、47音になり、カムライグ語の音
韻体系の特徴を全く考えないで、ただローマ字文字の字数だけを数えれば、58文

字になる。
さて、バンゴール大学のカムライグ語学科で主任教授をしていたジョン

。モリ

ス・ジョーンズ卿 SF」ohn Mortt Jones(1864・ 1929の説によると、この「こと

ば遊びは」、この長い名前の駅の近くにある小さな村、
「メナイ橋村」出身の洋服屋

が、19世紀の中ごろに、観光客日当てに、面白半分に「でつち上げた」名前との

ことである。文法的には多少奇異なところもあるが、150年以上も使われると、こ

の言い方が普及してしまったようである。

2.助 ‐で始まる地名 について

カムライグ語の地略のつづり字についての「文章語」としての標準化を目的とし

た作業が、カムリ大学ケル ト研究部会 BwTdd Q″
“

dau Celtaidd Pritsg01

Cpruの 「言語・文学委員会」PD711gor laith a nenydd.aethで 進められた。そ
の成果を纏めたものが、次の出版物である。

動 as力r ο Z22"盟″ZJθοθα4 paratowyd g,n Bwyngor laith a■ lenyddiae」氏
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こ発行)に投稿する予定である。

左図に見られるとおり、カムリ全域
は地図 1
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豊かな自然に恵まれたカムリでは、
「水名学」的地名の多いことが分かる。 同時

に、第 1位の んあη
‐「教会」で始まる地名が圧倒的に多いことも分かる。

上記の「ことば遊び」の駅名には、2箇所の Lhn‐ で始まる地名
が含まれてい

て、冒頭の 力を影歯 ′″ と終わりに近い部分の「
あ
"″函
bm.Z互

鑢
『
警 獣 [認 馨 d惟1響 Ъ境ぶ ξ ttf年

1艦 竜鷲 fぶ
「M6n州の教区、村」となつており、地点とである。λあ"ら

i7・ P嗣駿町″″〃 は、

は (23ノ5371)で示されており、ル コみ,二あ の方は、
「MOn州 の教区」(23/5473)

となつている。 (次号に続く)


